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，

動
物
學
雜
誌
第
百
四

＋
三

號

　

　

　

　
明

治
三

十
三

年
九

月
十
五

日

　

　

　

．

●
日

本
産
蝶
類
圖

説

，

　
　
　
　
　
　

宮

島

幹

之

助

　

　

　

　
第
八

　
痔

蝶
科

　
寓
羽
℃

魯
量
α゜

大
概

小
形
の

蝶
に

し
て

頭
部
は

太

く
L
ザ
、

廣
ぐ
、

眼
は

大
に

し
て

裸
出

す
、

觸
角
は

短
く

し
て

紡

緯
欺
を
な

し
末

端
は

少
し

ぐ

曲
る

、

翅
は

短
ぐ

前
翅
は

三

角
形
を

匁
し
後

翅
は

九
味
を

帯
ぶ

、

前
翅
斌

は

十
二

脉
あ

導

前
肢
は

能
ぐ
發

逹
し
後

脛

節
に

二

双
の

爪
あ

り
、

腹
部
は

比
較
的

太
ぐ

し
て

全

形

大
に

天

蛾

類
に

似
だ

砂
、

仔
虫
は

短
ぐ
し
て

兩

端
尖
り
頭
は

丸
く
し
て

短
細
毛
を
生
す

、

大

む
熱

葉
を
卷
き
て

其
中
に

棲
み

蛹
化
ず

、

蛹
は
爾

端

尖
ら
ず

し

て

多
少
長
ぐ
粗
繭

を
造
ぐ
る

、

　
　
・

　

　

　
ロ

屬
　

壱
ミ
§
噺

〇

三
晝
量

党

　

　

　

　

　
　
　
　
　
、

觸
角
可
な

り
長
ぐ

し
て

甚
だ

細
く

棍
棒

状
部
の

尖
端
は

殆
ご

直
角

に

曲
る
、

下
唇
鬚
は

直
立

し

先

端
に

短

毛
あ

り
、

前
翅

内
線
は

外

縁
よ

砂

長
ぐ

申
室
は

背
繰
の

長
さ

の

三

分
の

二

に

逹
せ

ず
、

後
翅

　

　

　

　

　
　

日

識

崖

蝶
類

鬮
飜
（

宮
島

）

は

微
か

に

長
ぐ

其
外
縁
は

多
少

波
形
を
呈

す
、

第
七
翅
脉

は

中
室

前
端
の

少
し
ぐ

前
に

あ

り
、

雄
の

前
翅
に

は

皺
襞
電

ぐ
し

て

叢
毛

を

生
ず

、

　
百
四
十

三

　
ダ

済

メ

ヤ

ウ

セ

・

り

　
b
ミ
ミ
蝋・

二
無
丶

ミ
4

累
Φ胛
ゼ

　
　
　
　
（

第
廿
二

版

第
一

圖
）

四

翅
一

樣
な

る
黒
褐
色

を
呈
し

邊
縁
に

切
々

を
な

し

臼
色
の

縁
毛

あ

り
、

前
翅
に

は

大
小

數
個
の

白
斑

あ

り
時

巴

し
て

相
蓮
 

ワ

て

條

帯

を
な
プ

邑

あ
り
て

其
絞
様
に

差
異
あ

り
、

後

翅
に

は
一

定
の

紋

な

し
、

本
島
北

海

道
四

國

等
に

は

普

逋
に

し

て

五

月
よ

り

九

月
に

至
る

の

聞

多
ぐ
飛
翔
す

、

　
グ

レ

ー
ザ

i
氏
に

ょ

れ

ば

仔
虫
は

淡
緑

色
に

し
て

赤

色
の

短

毛

密
生
す

其
頭
は

黒
く

　
し

て

丸
く

ヵ

シ

、

ヵ

タ

バ

ミ

の

葉
を
卷
き

て

其
中

鉱

棲
む、

蛹
騒

全
面
に

自
粉

を
皺

　
》

多

く
越

冬
す

る
撞

云
ふ

　
　
　
屬
　

奪
笥

、

登
營

司

謇．

觸
角
の

棍

捧

默
部
は

剛

強
に

む
て

其

尖
端
は

鈍
な

匂
、

前
翅
の

内

外

縁
は

殆
ぎ

等
長
歌
り
、

中
室
の

長
さ

は

背
縁
の

長
さ

の

三

分
二

よ

塑

も

短
し
、

後
翅
は
一

般
に

九
き
も

時
巴

し
て

微
か

な

る

鋸
齒

獣
を
呈

ず
る
と

あ

り
、

後

翅
の

第
七
脉

は
甚
だ

短

ぐ

し
て

中
室
先

端
の

震
に

絡
る

、

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
三

〇
五

翼
「
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臼

本
産
蝶

類
圃
設
（

宮
島
）

　

百
四

十
四

　
チ

ヤ

マ

グ

ラ

セ

、

ヲ

　
寅
僑

竜
ミ
ミ

黛
毳

《

言
諍

げ
＝一
り

）

　

　

　
　

　
　

　
（

冬
誉
黙

誤

蔑

§
§

）

　

　

　
　
（

第
廿
二

版
第
二

圖
）

四

翅
共
に
表

面
は

暗
褐
色
に

し
て

小

白
斑
あ

り

前
翅
に

は

殊
に

其

數
多
し

裏
面
は

茶

褐
色
に

し
て

表

面
に

見
へ

だ

る
斑

紋
に

大
ぐ
殊

に

後
翅
の

紋
は
一

列
に

連
砂
て

帯

を
な
し

其
外

側
に

不
割
明
な
る

黒
條
あ

り
、

麺
の

邊
縁
一

帯
は

萩

黄
色
に

し
て

褐
色
に

て

斷

絶
せ

ち

る
後
翅

に
は

特
に

橙
黄
色
の

粉
鱗
多
し
、

本
島
四

國
に

は

可
な

り

多
ぐ
主
に

夏
期
現
出
ず

、

　

仔
虫
食
草
等

未
詳

　

百

四
十

五

　
ミ

ヤ

マ

チ

ヤ

マ

ダ

ラ

セ

、

り

　
醤
恥

謦
鮎

蕊
貸

§

§
寒

　

　

　
　

　
　
器
欝

（

孱
話

拝
肆

Ω
村

2
）

（

功

ミ
噛

馬

簿

§

§

§
ミ
ミ
毳

）

　
・

　
　
（

第
二

十
二

版

第
三

圖
）

前
種
に

酷
似
ず

れ

ど

も

少
し
ぐ

黒
L
、

斑

絞
は

前
種
に

於
け

る
よ

り
電

判
明

啄

り
、

後
翅
に
は

二

列
の

紋
あ

り
、

裏
面
に

は

橙
黄
色

の

粉
鱗
少

く
前
種
に

見
し
如
奮

黒
倏
セ

し
、

斑
絞
は

皆
大
に

し

て

輪
廓
到
明

意

り
、

本
島
の

山
地
に

は

普
逋
に

し
て

夏
月
の

候
に

多

ぐ

飛
翔
ず

、

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
三

〇
六

　
，

グ

レ

ー
ザ

」

氏

に

よ

れ

ば

仔
虫
ハ

九

月
頃
イ

チ

ゴ
、

シ

モ

ツ

ク

サ
ウ輪
諍

に
並
日

褞
職

に

し

　
て
一

櫨
な
る

淡

緑
色
を

呈
し

白

芭
の

短
毛
組
生

し
蒼
白

色
の

粉
を
被
ふ

る

蛹
を

作
る

　
ε

云
ふ

　

　

　
愚一
　

§、
矗

彎
鶴

§
蟹

ゆ
o
溢

尸

觸
角
は

末
端
に

於
て

多
少
曲
り

下
辱
鬚
々

直
電

り
、

前
翅
の

内
繰

は

外
繰
よ

り
も

長
ぐ

雄
に

は

背
襟
あ
り
、

中
室
は

背
縁
の

長
さ
の

三

分
二

よ

り
免

短
し

、

後

翅
の

外
縁
は
一

樣
に

丸
ぐ

第
七
翅

脉
は

中
室
の

先
端
に

密
接

す
、

後
脛

節
に

總
毛
あ

り
二

對
の

爪
の

中

前

方
に

あ

る
一

對
は
極
め

て

小

な

り
、

　

百

四
十
⊥

パ

　

オ

ホ

チ

ヤ

マ

ダ

ラ

セ

・

り

弓
｝

§
賽
o
恥

諱
o

ミ
§
鬢
吻

　

　

　
　

　
　

　
（

津
§°

）

（

竇
物

§
費

§

§
ミ

§
§

）

　

　

　
　
（

第
廿
二

版
第
四

圜
）

可
意

り

大
敷

る

種
に

し
て

前
翅
表

面
は

荻
褐
色
を

呈
し

濃
鳶
色
の

模
樣
あ

砂
、

後

翅
は

黒
禍
色
k
む
て

中
に

橙
黄
色
の

斑
紋
多
し

、

裏
面
は
一

般
に

表

面
よ

り
も

橙

黄
色
多
ぐ

殊
に

前
翅
の

前
宇

部
に

に

於
て

然
り
、

琉
球
以

外
の

地
に

は

到
處
に

普
逋
に

も
て

多
ぐ

春

期
に

現
出
ず

、

　
仔
虫
は

線

色
虻

む

て

竹

葉
を

食
す

叉
カ

シ

の

葉
を

も

食
す

建

云
ふ
、

　

　

　口
屬
　

詣
ミ
魯．
茎
o
苳

　
出、
Φ

臨

窪

刊

4
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觸
角
は

可
敷

り
長
ぐ
其

先
端
は

銭

ぐ
尖
る

、

前
翅
に

あ

り
て

内
縁

は

外

線
よ

り
も

遙
に

長
ぐ

中
室
は

背
縁
の

長
さ

の

三

分
二

に

逹
せ

ず
、

後
翅
は

狹
長
に

し
て

第
七
翅
詠
は

中

室
先

喘

前
に

終
る

、

雌

雄
の

差
は

唯

前
翅
の

第
二

脉
に

あ

り
、

雄
に

て

は

脉
ほ

中

室

端
巴

翅
の

基
部
巴

の

中
間
に

あ

れ

巴

も

雌
に

て

は

翅
の

基
部
に

近

（

あ

崢
苴
ハ

池
の

點
に

於
て

雌

雄
の

差
異
な

し
巴

稱

し
て

可
な

り
、

　

百
四

十

七
　
ホ

ソ

ハ

ネ
セ

・

リ

　
〉
〜

き
§
←

、

ミ
遠

蕁
憩
8、
塁

　

　
　

　
　

　

　
団
 

缶

霞

（

勺
窺
2

蝿

翌
書
個
§
奄
9 ．
o

轤
鴫

§
）

　

　
　
（

廿
三

版

第
五

圖
）

四

翅
表

面
は

暗

禍
色
に

し
て

前
翅
に

方

形

孚
矯
明
の

自
斑

あ

り
、

前
角
に

近
曇
は
小

に

し
て

三

箇
一

冽
を
な

し
犬
な

る

者
は

中
央
に

列
ぶ

后
翅

表
面
に

は

絞
激

し
、

裏
面
は

橙

黄
色
の

粉

鱗
多
く
後
翅

に

數
多
の

小

臼
班

あ
り
、

本

島
四

國
九

州
に

は

稀
な

ら
ざ

る
種
に

」
し

て

多
（

亠

ハ

♪
］

日
μ

の
雁
晒

に

飛

翔
ず’

、

　

仔
虫

食
草
等

未
詳

　

　
　

屬
　
　

穿
馬

偽
憶

oB

軸

偽

『

嵩

幹

ご
コ

B謄

觸
角
は

短

ζ

し
て

背
縁
の

宇
に

逹

《
ず

棍

棒
状

部
は

可
竜

り

長
く

其
先
端
は

鈍
晝

り
、

下
唇

鬚
は

直
立
・
し

て

鱗
毛

密
生
ず

、

翅
は

狹

　

　
　

　
　

　

　
B
本

産
蝶
類

躙
説（
宮

島
）

長
に

し

て

大
む
ね

尖
る

、

前
翅
の

内
縁
は

外
縁
よ

り
も

長

（

申
室

は

背
縁
の

三

分
土

よ

妙
も

短

し
、

第
十
二

翅
豚
は

中

室
の

前
端
に

近
く

背
縁
に

逹
ナ

、

後

翅
の

外
縁
は

う
ね

ら

ず

し
て

第
七
脉
は

明

に

中
室
先

端
前
に

あ

り
、

後
脛

笛
は

殆
ん

ご

課

出

し
腹
部
は

長
ぐ

し
て

後

翅
の

肛

角
を

越
ゆ

、

百
四

＋

入

ギ

ン

イ

チ

モ

ン

ヂ

セ

・

リ

出

§

憙
§
・

・。

§
。

。

，

　
　
　

　
　

　
　
ご

λ
日

⇒

霞
「

き

（

岸
畠
×

q
唆
6N

ミ．
ミ
塁

亀・、
§
寒
鋤

）

　
　
　

　
（

第
什”
二

版

第
亠

ハ

圖
）

四

翅

表
面
億

皆

帯

紫
黒
褐

色
に

し

て

紋
な
く
裏
面
は

前
翅
の

中
央

部

を

除
き
て

は

皆

鮮
竜

る

椎
黄
色
を
呈

ず
、

後
翅
の

中

央
に

は

銀

白
色
の

幅
廣
き
馨

あ
り
て

極
め

て

顯

著
な

る
を

以

て

容
易
に

他
種

£

區
別
し

得
珂

し
、

普
逋
竜

ち
ざ
る

種
に

し

て

本

島
の

高
山

及
び

北
海
道
に

は

七
八

月
の

頃
に

産
ず’

、

　

仔
虫
食

草
等
未
詳

　
　
　

屬
　
』
籍
o
唱

魯
恥
黜

田
冒
び゜

觸
角
は

短

く
し

て

背
縁
の

宇
に

逹
せ

ず
、

棍

捧
欺

部
は

殆
ん

ざ

直

に

し

て

尖
端
は

鈍
虹

り
前
翅
は

前
飃
に

於
け

る
よ

如
党

尖

り
多
少

内
縁
は

外

縁
よ

り
も

長
む

、

中
室
は

背
縁
の

三

分
二

よ

り
亀

短
ぐ

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

三

〇

七

’
，

翼
ド
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日

本
産
蝶

類
親
鋸
肌
（

宮
島
）

第

三

翅
脉
は

中

室
端
に

逹
ず

、

後
翅
の

外
線
は

う

ね
ち
ざ
れ

ど
も

少
し
ぐ

第
二

翅
豚
の

遇
に

て

突
出

ジ
、

腹
部
は

細
ぐ

し

て

長
ぐ

後

翅
の

肛

角
を
越
ゆ

、

　

百
四
十

九

　
ヘ

ソ

ク

ロ

チ

ヤ

ハ

ネ

セ

・

ソ

　・
ミへ〕

 

朞、
黥

ζ
ミ
守

　
　
　
　
　
　
　
軸
唱

ミ
（

峯、
魯
ピ

）

　
　
　
　
ハ

第
廿
三

版
第
四

鬪
）

劉

御
万

氏

全

翅
表

面
は
茶

禍

色
に

し
イ

、

遽

縁
に

巾
廣
き

暗
色
の

縁
付
ケ

を

有

し
中
央

部
は

鮮
黄
色
を
呈
ノ

、

裏
面
は

表
面
よ

り
も

暗
色
少
ぎ
も

唯

前
翅
の

後
縁
巴

後
翅
の

内
縁
は

暗
色
意

り
、

變
化
多

き
種
に

し

て

黒

褐

色
の

者
夊

稀
竜

ら

ず
、

雌
は

雄
に

比

し

て
一

般
に

翅
の

大

な

る

を
以

て

異
れ

砂
巴

ず
、

本
島
の

山

地

及
び

北

海

道
に

は
入

月

頃
に

産
ず

、

　
仔

出
合
品
早

等

未
諍
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　 ．
1

　

百

五

十

　

ス

ヂ

ク

し

チ

ャ

塙

子

セ

・

リ

　

凪へ、
こ

、

ミ
奪

蕁〔
こ

黜
き
8

　
　
　
　
　
　
（

穿
弖

）

（

赴
鳥

竜
ミ．
ミ
、
ミ
ミ
ミ
こ

　
　
　
　（

第
二

十

三
版

第
十

圖
雄

第
入

圖
雄
）

前
種
に

酷
似
し

翅
表

面
は

茶
褐
色
電
れ

ご

竜

暗

色
の

縁
付
ヶ

は

中

廣
ぐ

翅
豚

は

著
L
＜
黒゚

し
、

前
翅
の

中
室

に

は

細
き
黒

條
あ

り
後

ー

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

〇
八

翅
に

て
は

其
内

縁
巴

基
部
巴

は

暗
色
を

呈
ず

、

裏
面
は
表

面
よ

り

尋

遙
に

鮮
に

し
て

美
黄
禍

色
を

呈

ナ
、

雄
は
一

般
に

雌
よ

サ
も

殕

色
少
ぐ

黄
色

部
は

紅

色
を
帶
ぶ

、

プ

ラ

イ．
ヤ

ー

氏
蝶
譜
中
に

詑
飛

ヤ

〜》
知、．
ミ

嗜

巴

し
て

記

載
せ

ら

れ

し

は

此
種
の

雄
虫

な

り
巴

ず
、

此

種
は

前
種
巴

混
ぜ

ら

る
れ
．

ε

も

翅
脉
の

黒
糞

を
以
て

容
易
に

識
別

し
得
可

し
、

本

島
の

山
地

並
に

北

海
道
に

は

七
入

月
の

候
に

飛
遡

ず
、

　

仔
虫
合澱
苴亠
等

未丁
謹

　
　
　
届
図

　

§・
ミ
＝

畧

き

○自
o｝
ζ．
塑

三（鹽

觸
角
は

短

ぐ
し
て

背
縁
の

牢
に

逹
せ

ず
、

橈
棒

状
部
は

短

く
し

て

太

し
、

翅
形

前
屬
に

似
ず

、

前
翅
の

背
縁
は

弓
形

を

な

し

外
縁
よ

切

も

長
し

、

第
二

翅
脉
は

雄
に

て

は

翅
の

基
部
に

近

ぐ
位
し

中
室
の

外
綴
に

邊
あ

弓
、

後
翅
は

橢
園
形

に

し

て

第
七
翅
脉
は

少
し

く

翅

の

基
部
に

近

ぐ
存
ず

、

　
百
五

十
一

　

ア

カ

セ

・

リ

　
鳶

ミ
ミ

 
・
ミ
ミ
ミ〔

　
（

じ
）

　
　
　
　
　
　
　（

寒
鬟
・ ，
§

ミ
こ

ミ
）

　
　
　
　
（

第
二

十
二

版

第
十
五

圖
）

翅
の

表

面
は

美
な

る

赤
黄
褐
色

を
呈
し

翅

豚
は

黒

し
丶

前
翅
の

外

マ

N 工工
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縁
巴

後
翅
の

荊
縁
及
び

内
縁
は

暗

禍
色
歌

け
、

裏
面
は
一

般
に

暗

色
の

粉
隣
多
ぐ
萠
後
翅
共
に

光

澤
あ

る

黄
色
の

横
條
巴

方
斑

多
し

、

變
化

多
ぎ
種
に

し
し
後

翅
裏
面
の

紋
全
ぐ
臼

色
な

る
も

の

あ

り

又
全

翅
表
面
一

帯
に

暗
色
を

呈
ず
る

變
種
竜

あ
り
、

雄
の

雨
翅
に

あ

る…
凹

は

黒
く
し
て

中
室
の

外

緑
に

位
し
コ

ン

マ

状
を
暫

す
、

本

島
北

海

道
に

は

普

通
に

し
て

多
く

七
八

月
頃
に

あ

ら

は

る
、

　
仔
虫

農
縁

色
に

し
て

頭
部

薫
く
・

ラ
ス

ニ
ン、

再
、
・、、

ヤ

・

グ

サ

等
の

荳
科

　
植
物
を

食
す

　
　
　

屬
　

 （
ミ
「

ミ
§
し

ミ働

ζ
09

．
昏

觸
角
の

棍
捧
状
部
は

可

葛
長
ー

下
唇
鬚
の

第
二

節
に

鱗

片
多
し

前
翅
の

内
縁
は

外

縁
よ

り
も

長
ぐ

中
室
は

背

縁
の一
二

分
二

よ

》
も

短
し

、

第
三

枝
豚
は

中
室

端
よ

り
趨
る

、

後

翅
の

外

縁
は

完
全
に

し

て

第
一

翅

脉
の

内

枝
足

第
二

翅
脉
巴

の

間

は

少
む
ぐ

突
出
ず

或

種
の

雄
に

は

前
翅
後
縁
に

近
く

甚

鬣
宅
る

腺
條
を

有
す
る

者

あ
M

り

　

百
五

ナ
ニ

キ

マ

グ

ラ

セ

・

り

N
“

ミ、．
峯
ミ

き
・

Σ
ズ・）
＝．
・．

）

　
　
　
　
　
　
　
（

電
魯

竜
ミ．
鋭

丶、
ミ、
な

）

　
　
　
　
（

第
二

十
二

版
第
十
一

騨
）

翅
の

表

面
は

暗

褐
色
に

し
て

各
邊
縁
は

色
最
黒
く

内
部
に

茶

色
多

　
　
　
　
　
　
　
日

本

産
蝶

類
圏

説
（

宮

島
）

し
、

前
後
翅
共
に

數
多
の

鮮
黄
色
の

方
斑
を

有
す

、

裏
面
は
一

般

に

黄
色
に

し
て

前
翅
の

中

室
部
に

は

橙
黄
色
に

し
て

淡
黄
色
の

斑

絞
は

翅
の

中

央
に

翹
び
全

體
に

て

耳
默
を
な

ず
、

琉
球
以

外
の

地

に
は

極
め

て

普

逋
の

種
に

し
げ

、

夏
時、
匐
處
に

飛

翔
す

、

　
仔
里

食
草
等

未
詳

　
　
　
屬
　

』

＝
q
笥
ミ

ぽ
臨

国
蕚）一〕・

觸

角
の

棍
棒
状
部
は

短
く

し

て

太
ぐ

、

下
唇
鬚
の

第
二

節
は

粗
な

る

鱗
毛
を

被
ふ

る
、

前
翅
の

内
縁
は

外

縁
よ

珍
込

少
し

く

長
く

中

室
は

背
縁
の

三

分
二

に

至
ら

ず

第
三

翅

豚
は

直
に

中
室

端
前
に

發

ず
、

後
翅
に

て

の

中
室

先
端
前
に

あ
る

は

第
七
翅

脉
に

し
て

第
五

゜

豚
は

追

跡
し

難
し

、

肛

角
部
は

少
し

く
突

出
す

、

雄
は

前
翅
の

内

縁
に

近
ぐ

長
形
の

腺
凹
を

有
す

、

　

百
五
十
三

　
コ

キ

ヤ

ダ

ラ

セ

・

ヲ

き
ミ、
ミ
も

沁

凱

ミ
鬟
黛

卜∫
（

髭
工

一
）

圏

　
　
　
　
　
　
　
2．

）

（

ぎ
だ
ミ．
ミ

笥

ミ
ミ
ミ
簒

）

　
　
　
　
（

第
廿
二

版
第
二

圖
V

四

翅
表
面
は

橙
黄
色
に

し

て

翅

脉
億

黒
く
、

前

翅
の

外

縁
巴

後

翅

の

後
縁
は

巾

廣
く

暗
色
に

縁

付
け

ち

る

殊
に

外
縁
部
は

黒

ズ
し

て

、

縁
毛
は

黄
色
を
呈

ず
、

雄
の

前
翅

中
室
に

沿
ひ

腺
條

あ
り
、

裏
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

〇
九

緊
あ
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日
本
産

蝶
額
圓

覩
（

宮
島
）

は

鮮
黄
色
に

し
て

翅
脉
巴
邊
線
巴

は

黒
ぐ
し

て

明
に

、

後
翅
に

て

は

表

面
の

黄
色
部
は

方

斑
巴

し

て

あ
ら
は

る
、

本
島

及
び

北
海

道

に

は

普

逋
に

し
て

灣
化

甚
だ

多
ぐ
、

°

夏
期

到
處
に

飛
翔
ず

、

　

量
聶
緑
色
に

主
、

濃
色

夐
臼

響
享

蠡
多
し、

頭

莫
に

し
・

琶
を

呈

　

し
ハ

マ

ム

キ
、

シ

ラ

ゲ

カ

ヤ

等鳩
琶

食
ず

　

百

五

十
四

　
ヒ

メ

キ

マ

グ

ラ

セ

・

り

　
廴〜
ミ
ミ
§
恥

8
奪
§
§

　
　

　
　

　

　
　
（

団

話
日凾

）

（

謎
恥

竜
ミ
ミ

蕊
奪
＆

ミ、
§

）

　
　

　
　
（

第
廿
二

版
第

十
三

圖
 

翅
表
面
は

帯

紫
濃
褐
色
に

し
ザ

、

線
毛
は

美
黄
色
な

噂
、

前
翅
の

中

室
は

全
ぐ

黄
色
に

し

て

中

央
に

巾
廣
き

橙
黄
色
帯

あ

り
、

後
翅
に

て

は

中
央

部
は

橙
黄
色
に

し
｝

」

麺
脉
に

よ

り
區

劃
せ
ら

る
、

裏
面

は

叉
鮮
朋
な
る

橙
色
に

し
て

黒

色
の

翅
豚
は

著
し

ぐ
前
翅
の

内
縁

一

帶
は

黒

色
を
呈

ず
、

後
翅
に

は

多
少

緑
色
を

混
ヒ
體
の

下

面
は

茨
線
色
な

り
、

本
島
四

國
の

山
地
北

海
溢

等
に

普
通
に

も

て

多
ぐ

夏
期
に

あ
ら

は

る

　
仔
虫

食
草
等

未

詳

百
五
＋

五

ζ
バ

キ

冫
ラ

セ

・

り

臥

ミ
・

書

§
ぎ

寧

　
　

　
　

　

　
　

§
（

bご
目

詈
聾
Ω

塁
）

　
　

　
　

（

第
廿

二

版

第
十

圖
）

罰

御
詳

氏

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

三
一
〇

前
二

種
よ

り
噛

形

大
に

し
て
表

面
の

色
は
コ

ギ

マ

ダ

ラ

セ

・

り

巴

等
し

き
も

前
後

翅
の

斑
紋
は

大
な

り
、

而
し

て

前
翅
に

於
け

を

方

．
斑
は

宇
透
明
に

し
て

後

翅
裏
面
の

自
點
は

極
め

て

顯
著
な

る
を

以

て

容

易
に

識
別

し

得
可
し

、

産

地
巴

し
て

北

海
道
は

已
に

知
ら
れ

だ

る

處
な

る
が

街
り
ー

ヂ

氏
は

本

島
の

山

地
に

も

産

ア
る
な

ち
ん

巴
号
司

は

れ

だ
膿
り

　

仔
虫

食
草

等
未

詳

　

　
　

屬

揃

貯
賀

驚

蜜
8
冦

Φ゜

前
屬
に

尤
近
ぎ

馬
に

し

て

觸
角
の

棍

棒
散
部
は

細
ぐ
鈎
歌
部
は

長

し
、

前
翅
は

短

ぐ
し

て

外
線
は

大
に

凸

毘
し

内

繰
よ

り
も

短
し

、

中
室
も

亦
短

ぐ
し

て

背
縁
の

三

分
二

に

達
せ

ず
、

第
十
二

翅

脉
は

中
室
先

端

前
よ

り
出
づ

、

後

翅
は

丸
ぐ

し

て

中

室
は

甚
だ

短
ぐ

第

七
翅
厥
は

中
室
前
に

あ

り
て

其
基
部
に

於
て

鋭
ぐ

曲
る

、

頭
離
巴

腹
部
巴

は

細
小
な

り

百

五
＋

六

ゴ

チ

ヤ

バ

子

セ

・

り

寒
盲
奬
・

艮

野
詈

邑

　

　
　

　

　
　

　
（

 
黛
彁

ミ
謎
ミ

e
＆
、

ミ
）

　

　
　

　
（

第
廿
二

版

第
入

圖
〉

翅
表

面
は

黒

褐
色
に

し
て

緑
毛
は

灰

黄
色
虹

り
、

前
翅
に

は

數
個

、

N 工工
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の

白
斑
あ
り
て

中
一

個
は

中
室
内
に

あ

り
、

裏
面
は
一

般
に

美
権

る

金
屬
樣
黄
色
を
呈
し

翅
脈゚
は

黒

く
し

て

甚
だ

明
歌

砂
、

後

麺
は

表
面
に

全

ぐ

紋
を
有
せ

ざ
れ

ざ

も

裏

面
に
は

三

乃
至

四

箇
の

黄
色

紋
あ

り
、

本

島
允
州
並
に

北
海
道
に

は

可
な

り

普
逋
に

し

て

春
貿一

夏
巴

に

現
出
ず

、

　

仔
虫
食
草
等

未
詳

　

　
　

屬
　
　

 
a
 

旨
亀
噂・
ミ

冨
oo

弓

Φ

觸
角
の

棍
棒
帥

然

部
は

短
（

し
て

強

く
鈎
状
部
は

短
し

、

前
翅
の

内

縁
は

外

縁
よ

り
も

長
（

中

室
は

背
緑
の

三

曇
一

に

逹
せ

ず
、．

第
＋

二

翅

脉
は

中
室
端

前
に

於
て

背
縁
に

逹
ず

、

上

下
の

翅
間
脉
は

極

め

て
小

に

し
て

中
豚
は

長
し

、

第
五

脉
は

中
室
の

終
蟷
よ

培

出
づ

、

雄
は

薊
翅
の

後
縁

棲
縁
に

近
ぐ

線
状
の

腺
凹
を

有
す

、

　

百
五

十

七
　
チ

ャ

バ

子

セ

・

り

　
 
零
こ
§

ミ

ミ
弐

蕁
き
恥

角
費

ε

　

　
　

　

　
　

　
（
、

§

ミ旨
ミ
Ng

…

ミ
翌

毳
）

　

　
　

　
（

第
廿
二

版
第
十
四

圖
）

翅

表
面
は

暗
褐
色
に

し

て

黄
金
色
の

粉
鱗
を

散
布

し
縁

毛
は

灰

色

竜

り
、

前
翅
に
は

數
ヶ

の

灰

自

色
の

方
斑
あ

り
中
室

前
に

あ
る
三

個
は

極
め

て

小

に

し
て

懃
欺
を

な

ず
、

後

翅

の

表

面
に
は

紋．
竜

　

　
　

　

　
　

　

日

本
産
蝶

類
團［
瓰…
（

富

島
）

し
、

裏
面
は

表

面
よ

り
も

色
淡

く
し
て

黄
色
多
し

、

前
翅
の

紋
は

表

面
に

等
し

く
後
翅
に

は

四

點

あ

り
て

中
央
に

列
び

多

少

出

入

ず
、

北
海畆
迫

以

外
の

地
k
は

極
め

て

普

逋

に

し

て

春
夏
共
に

多

し
、

　

仔

誉
草

髱
に

し

て

碧
三

角
形

建
し

饗
る

長

妻
生

養
草
に

禾

本

鷙

　

屬
ず

る

雑
草
に

し
て

透

明

辭

緑
色
の

勞

蛹
を

作
ー
る

　

百
五

十
入

　
オ

ホ

チ

ヤ

バ

子

セ

・

り

 
象
憶

§
＆
、

騒

鳩
恥

寓
窪
。

ミ
象

　

　
　
　

　
　

　
（

ソ

舜
臣

塁
）

（

う
ミ
ミ
窰
ミ

ミ
蕁

§
鐵
亀

）

　

　
　
　
（

第
廿
二

版

第

七
圖
）

翅

色
は

前
種
よ

り
も

墨
前
後

翅

旗
自

色
の

方

斑

脅・
、

殊
に

後
翅
の

絞
は
一

直
線
に

列
ば

す
し
イ

」

多
少
出

入
ず

、

裏
面
は

黄
色

多
ぐ
後

翅
の

斑

點
は

銀

臼
色
を
呈
し

黒
き
緑
取

を

有
ず

、

此
種
は

翅
の

大
さ

雙
異

晉
、

琉
球
以

外
の

地
に

は
並
・

通
に

し
イ

、

七
八

月
の

候
に

飛

翔
す

、

　

仔
螽

食
草
等

未
詳

　

百
五
＋

九

イ

チ

モ

ン

ヂ

チ

工
子

セ

・

リ

勺
g
、．

ミ
爭

ミ
，

　

　
　
　

　
　

　

ミ
良
切

ぎ
實゚

き

（

渉
塁）
（
、（
“、
鳶
丶

監

§
蟻

§
ミ
ミ

）

　

　
　
　
（

第
廿
三

版

第
十
二

圖
）

　
　

　
　

　
　
　

　

’

翅
の

色
及
大
さ

等
は

前
種
に

酷
似
プ
れ

ご

も

翅
は

幅
狹
ぐ

し
て

長

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
三

＝
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日

本
産
螻邪

語
闘

娩
（

宀

冨

島
）

ぐ

且，
つ

後
翅
の

方
絞

竺
直

線
に

列
ぶ

を
以

て

容
易
に
前
種

蠹

別
し

得
可
し
、

本
島
北
海

道
に

は

普

通
に

し
て

七
月
興
に

現

出
し

往
々

成
蟲
の

ま
≧

に

て

越
年
ず
、

有
名
な
る

稱
の

害
蟲
な

り
、

　

仔

謹

琶
に

三
、

短
毛

耋
塔
に
＾

マ

・

り

・

・

冓
し
稻
の

葉
を
卷

き
て

其

　

中
に

棲
み

之
を

食
嵜
す

　

亘
ハ

＋

・、

ヤ

マ

チ

ヤ

バ

子

セ

・

ソ

丶
」

ミ
ミ
・

ごへ
§
ミ
、
恥

　
　

　

　
　

　
（

｝

W

＝

並
）

（
触》（
ミ
ミ
ミ
ミ

楓

ミ、
蓬

ミ
再

）

　
　

　

　
（

第
昔
二

版

第
五

圓
）

此
種
も

亦
前
二

種
に

極
め

て

類
ず
れ

ざ

竜

前
翅
表

面
の

中
室

内
に

あ

る
斑
黙
は

斜
に

長
し

、

後
翅
の

表

面
に

は

唯
四

點

あ

り
て

南

端

の

點

は
極
め

て
小

な

り
、

裏
面
に

は

表

面
に

見
へ

だ

る
四

點
の

外

に

翅
の

某
部
に

近
ぐ
】

點
あ

り
之
れ

前
種
宵

甌

別
ず

可
§

點
に

し

て

裏
面
の

紋
は

白
き

蓬
明

墓
ず

、

本
島
の

山

地
に

於
て

稀
に

採
集
せ

ら

れ

も
と

あ
る
の

み

盖
し

稀
品
に

屬
プ

、

　
仔
蟲

食
草
等

未
詳

　
　

　

鶴
　
　

』
、
辱・
O
薯
幽

亀
魯

塾
卿

霞

畠
 

賭
言
価

≦
＝
位

觸
角
は

響
前
翅
背
縁
の

長
さ
の

宇
に

し
て

棍
棒

壯
部
は

可
な

り

長
し
、

四

翅
共
に

小
に

し
て

前
翅
は

三

角
形

を
呈
む

背
線
は

直
に

し
て

前
角
は

尖

り
後
角
は

丸
し

、

内
繰
も

亦
直
に

し

て

外
縁
よ

り

’

鴫

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
三
一
二

も

長
ぐ
胸
豚
は

牛
室
前
端
の

邊
に

絡
る

、

後
緑
の

外
隷
は

九
ぐ
し

し
て

胸

豚
は

短

し
、

胸
部
は

細
ぐ

腹
部
は

極
め

て

狹
小
な

り

　

百
亠

ハ

十
一
　

ホ

シ

チ

ヤ

バ

子

セ

・

フ

迅

ミ
o
§
貸
o
語

寂
物

包

§
》

巽
恥

　
　

　
　
　

　
　

（

客
窪
Φ

ε
（

勺
賦

ミ
毳

爵
§
｝

ミ
）

　
　

　
　
（

第
廿
三

版

第
十
】

圖
）

小

形
の

種
に

し

て

翅
表
面
は

暗
褐
色
を

呈
し

前
翅
に

白

色
の

斑

點

あ

り
て
一

刻
を
な

す
、

後

翅
は

無
紋
な
れ

ご
も

裏
面
に

は

輪
廓
明

な

る
數

多
の

斑

點
あ

サ
て
三

列

を
な
ノ
一

般
に

裏
面
は

黄
荻
色
の

馨
を
散
布
ず

、

是
も

亦
稀

種
に

し
て

本

島
の

山

地

隻
期
に

現

は

る
、

　
　

　

属

」

ξ
、

§
ヤ

ミ
耗
裔

黛

室
゜
 

三
『

前
翅
は

三

角
形
に

し
て

后
緑
は

弓
斌
を
な

革
央
の

農
は

其
後

に

あ
る

脉
よ

り
も

長
ぐ
し

て

中

室
は

背
線
の

三

分
二

に

逹
ノ

・

後

翅
も

亦

短
ぐ
し
て

内

縁
は

廣
ぐ
胸
脉
は

多
少
弓
形

を
な

ず
、

中

室

は

小
に

し
て

之
よ

り
出
つ

る

翅
脉
は

皆
中
室
よ

り
も

長
し

、

百

六

＋
ニ

ク

ロ

セ

・

ソ

寒・
、

ミ
鬟・
：
ミ
さ
き

荅、
島

）

　
　

　
　
（

第
廿
三

版

第
三

圖
）

　
　
　

　
　
　
　

．

全

翅
は

黒
色
に

し
て

唯
前
種
に

の

み

臼
紋
あ

り
其
中

前
角
に

近

き

」

雪−．
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◎

者
は

點
状
に

し
て

中
央
に

あ

る
は

大
な

り
相

列
び
て

廣
き
帶

績
を

．

敷

ナ
、

裏
面
は

黒
禍
色
に

し

て

前
翅
の

絞
は

蓑

面
に

同
し

ぐ
後
翅

に

は

蒼
荻

色
の

粉
鱗
を
散

布
す

、

九
州
琉
球

等
に

は

春
よ

り

夏
に

か

け

て
普

逋
に

飛
翔
す

、

　

仔

蟲
食
草
等

未
詳

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
，

　

百
六
十

三

　
コ

モ

ン

ク

ロ

セ

・

り

　
宅
急

§
ぐ
芍

ミ

き
ミ

　

　
　

　
　

　

　
（

言
さ
≡
ε

　

　
　

　
（

第
昔

三

版
第
九

鬪
）

m
矧
蛭

矯

前
種
巴

畧
相

等
し

き
も

暗

褐
色
に

し
て

黒

眛
少

し
、

前
種
巴

同
e

ぐ

前
翅
に

の

み

白
斑

あ

サ
、

中
央

帯
は

前
挿
に

於

け
る
よ

り
感

短

ぐ
裏

面
の

灰
蒼
色
の

粉

鱗
は

少
し

、

稀
品
に

し
て
マ

ー

ピ

ル

民
曾

て

之
を

本
邦
よ

り

得
た

る

と
あ

る
の

み
、

　

仔
虫
食
草
等

未

詳

　

　
　
ロ
属
　

｝
ミ

ミ
＝

幣

ヱ

ニ、
己

塁ρ
三

觸
角
の

棍

捧
欺
部
は

短

ぐ
し

て

柄

部
の

三

分
一

に

ず
ぎ
ず

末
端
は

尖
れ

ざ
蛮

鈎
欺
に

曲
ち

ず
、

前
翅
の

内
縁
巴

外
縁
は

畧
圖

長
に

し

て

中
室
は

背
縁
の

宇
を
少

し
ぐ

越
ゆ

、

第
十

二

翅
脉
は

中

室
前
端

に

至

る
、

後

翅
の

中

室
は

甚
だ

短
ズ

し
て

翅
長
の

三

分
一

に

逹

す

　

　
　

　
　

　
　

日
ホ
濠

蝶
顛

圖
覯〔
宮

島）

る

に

ず
ぎ
ず

外

縁
は

う
ね
れ

ご
も

明

耄

る
葉
片

を
な
さ

ず
、

　．

　

百
六
＋

四

キ

バ

．

耄

；
層

§

§
肆
鷺

轟・
艮

蓄
遷
）

　

　

　
　

　
　

　
（

3
鼕〜
こ．
ミ
へ．
丶〜・、・
ミ
ミ

§馬
）

　

　

　
　
（

第
廿
三

版

第
七

圖
）

四

翅

皆
黄

褐
色
に

し
て

翅
の

基
部
に

黄
色
の

粉
鱗
多
し

、

外

縁
は

暗
色
に

し

て

縁
毛
は

黄
灰
色
電

り
、

裏
面
は

表

面
よ

砂
も

色
淡

く

萠
翅
の

第
一

第
二

第
三

間
室
内
に

淡

橙
黄
色
あ

サ
て

多
少
斑

紋
状

を
な

す
、

七
入

月
の

候
に

は

本
島
並
に

北
海
道
に

普

通
な

り
、

　

仔
虫

食
草

等
未
詳

　

　
・

属
　
発

を
ミ

ミ
§．
§
ミ
丶
ミ

≦
年

＝
亀

二

筑冖．
葺．

前
属
に

似
だ

れ

ど

も

觸
角
は

前
屬
に

於
け
る

如
ぐ

太
か

ち

ず
且
つ

長
き
柄

を

有
す

、

前
翅
は

亜
三

角
形
を
な

し

雄
に

は

腺
條
な
し

、

内
外

縁
は

殆
ん

ご

同
長
に

し
て

中

室
は

胸
脉
の

三

分
の

二

よ

り
も

長
し

、

後

翅
の

肛

角
部
は

著
し

ぐ
葉

状
に

突
出
し

全

ぐ

第
五

脉

を

欠
く

、

　

百

六
十
五

　
ア

オ

バ

セ

・

り

　
物
丶

こ

震
ミ．^

ミ
ミ

蓐

罫

ぎ
唱

§
ミ
ミ

　

　

　
　

　
　

　（
へ

ご

隻一｝
）
（

、

恥、
ミ
ミ

ぽ
ミ〔

§帖、
き

　

　

　
　
へ

第
廿
三

版

第
】

圖
）

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
三

＝
二

ρ
　
　

　
　　
塾
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唖

●

　
　

　

　

　

　

輓
近
推．
牝
論
の

趨
勢（
高
橋）

本
邦

産
拝

蝶
科
中

最
大
の

種
に

し

て

全

翅

表

面
は

帶
紫
黒

色
を

呈

む
基

部
に

は

茨

緑

色
の

長
毛

を
生

じ
甚
だ

美
癒
り

、

又
縁
毛
は

叛

黄
色
な

れ

こ
も

後

翅
の

肛
角
よ

り

外
縁
の

牢
に

あ
る

毛
は

美
な

る

橙
紅
色
を
呈

し

著

し
く

長
セ

、

裹
面
は
一

般
に

金
屬
樣
緑
色
に

む

て

翅

脉
は

黒
ぐ
し

て
甚
だ

顯

著
な

り
後
翅
肛

角
部
は

橙
紅
色
に

し

て

其
内
部
は

眞
黒
色
な

り
、

本

島
由
地
K
於
て

七
月
の

候
樹

花
を

見
舞

ひ
、

九
州
及
び

琉
球
に

て

は

春

夏
共
に

多
（

飛
翔

甚
だ

迅
速

な

り
、

　
仔
虫

食
草
等

未
詳

　
　

　
屬
　

§
偽

ミ
§

嵐
8
話

觸
角

健
§
§
・

屬
に

似
た

れ

ご
も

尖

端
曲
妙

て

鈎
賦
を
竜

ず
、

前

翅
の

内
外

縁
は

殆
ん

ど

相

等
し

ぐ
中

室
は

胸

脉
の

三

分
の

二

よ

り

も

短
し

第
十
二

翅

豚
は

中
室
前
端
に

於
て

背

縁
に

逹
し

後
翅
の

後

角
は

多
少
匙
形
に

突
出
し

第
七
脉
は

第
入

脉
よ

り
も

第
六
脉
に

近

ぐ

走
る

　
第
百
亠

ハ

十
亠

ハ

　

ビ

ロ

亠
ソ

ド

セ

・

り

　

鑓
象
肋

O
、

袋

O

潮
陀

ミ
冨

ま
肋

（

O
蕁
日

）

　
　

　

　
（

第
廿
三

版
第
二

圏

常
形

第
仕
二

版
九

圖

變
種
）

”

御

量

氏

表
面
は

天

鵞
絨

黒
褐

色
に

し
て

縁
毛
は

黄
禍

色
な

り
骼
よ
M
ツ

翅
の

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
三
一

四

基

部
に

金
屬
色
の

長
毛
を

生
ず

、

裏
面
は

階
禍

色
に

し

て

多
少

鋼

色
を

幣
ぶ

、

前
趨

表
面
に

は

紋
激

ぎ
も

裏
面
に

於
て

前
翅
の

前
角

に

極
め

て

微
か

竜

る

後
翅
の

中

央
に

は

ゆ
廣
き
蒼・
日

色
の

條
帯
冴

嫉
、

殊
に

後

翅
の

麗

角
は

黒
ぐ

し
て

毛

多
ぐ

臼
帶
は

前
縁
よ

り

珪

に

到
る

、

變
種
は
（

第

廿
二

版
第
九
圖
）

前
翅
表
面
に

二

小

點
を
有

厂

し
後

翅

裏
面
の

臼

帶
は

微
か

な

り
、

此
種
は

熟
帶
地

方
の

蝶
に

し

て

本
邦
に

て

は

琉
球
に

の

み
産

し

春
夏
の

候
左
迄

少
か

ち
ず

　

仔
虫

食
草
等

未
群

　

附
言

先
に

ヒ

リ

ツ

ビ

ン

プ

ウ
（

Q
§

§
箋

§
ミ

§
帖

鬟

99
日
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